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「地域⾦融推進レポートʼ18」の発⾏にあたって
県では、平成２０年（２００８年）１⽉に「今後の県内中⼩企業⾦融円滑化に向けた

総合対策プラン」を策定し、以降、関係機関の連携による地域密着型⾦融の推進等に取
り組んできました。
また、その推進状況を評価するため、毎年度、県内中⼩企業等へのアンケート調査結

果を基にしたリレバン・レポートを作成し、中⼩企業と⾦融機関の相互理解の状況等を
把握するとともに、関係機関の取組の⾒直し等を⾏ってきているところです。
こうした中、平成３０年（２０１８年）２⽉に「⻘森県地域密着型⾦融推進プラン２

０１８改訂版」（以下「プラン２０１８改訂版」という。）を策定し、平成３０年度
（２０１８年度）から２０２２年度までの基本的な取組⽅針を定めました。
プラン２０１８改訂版では、地域密着型⾦融の実現に向けて克服すべき課題の⼀つと

して「⾦融機関が、中⼩企業の事業内容等を適切に評価し、いかに最適な解決策を提供
するか」を掲げています。このことから、今年度のキーワードを「事業性評価」として
アンケート調査を実施し、その結果をとりまとめました。
なお、プラン２０１８改訂版の策定の機会をとらえて、レポートの名称をこれまでの

「リレバン・レポート」から「地域⾦融推進レポート」に改めています。
本レポートが県内中⼩企業⾦融の円滑化の⼀助となれば幸いです。
最後に、アンケート調査に御協⼒いただいた中⼩企業者の皆様、並びに調査票のとり

まとめに御尽⼒いただいた商⼯団体を始めとする関係者にお礼申し上げ、作成にあたっ
ての御挨拶といたします。

平成３１年（２０１９年）２⽉
⻘森県商⼯労働部⻑ ⽥中 泰宏



（参考）地域密着型⾦融とは

その本質は・・・
⻑期的な取引関係により得られた情報を基に、質の⾼い対⾯交渉等を通じて、早
い時点で経営改善に取り組むとともに、中⼩企業⾦融における貸出機能を強化す
ることにより、⾦融機関（メインバンク）⾃⾝の収益向上を図ること。

地域密着型⾦融とは、「⾦融機関が顧客との間で親密な関係を⻑く維持することによ
り顧客に関する情報を蓄積し、この情報を基に貸出⾦等の⾦融サービスの提供を⾏う
ことで展開するビジネスモデル（平成15年3⽉27⽇⾦融審議会報告）」である。
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－ １ －

Ⅰ アンケート調査の概要

調査対象 県内に事業所を有する中⼩企業（個⼈・法⼈） 2,500件

調査⽅法 県内各商⼯会議所・商⼯会、⻘森県中⼩企業団体中央会、その他業界団体
の協⼒による調査票の配布・回収

調査時期 平成30年11⽉1⽇〜平成30年12⽉10⽇

回答率 1,757件／2,500件（70.3%）

業種別 建設業 423件（24%）、製造業 158件（9%）、卸⼩売業 611件（35%）、サービス業 418件（24%）、
その他 147（8%）

従業員数別 20⼈未満 1,506件（86%）、21⼈以上50⼈未満 135件（8%）、51⼈以上100⼈未満 56件（3%）、
101⼈以上 50件（3%）

経営形態別 個⼈ 881件（51%）、法⼈ 854件（49%）
業績別 上向き 278件（16%）、横ばい 914件（53%）、下向き 544件（31%）
所在地域別 東⻘地域 249件（14%）、中南地域 244件（14%）、三⼋地域 306件（18%）、

⻄北地域 323件（18%）、上北地域 477件（27%）、下北地域 158件（9%）
ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ別 創業・新事業展開から5年以内 101件（6%）、成⻑段階 166件（9%）、安定期 763件（45%）、

経営改善が必要 554件（33%）、抜本的な事業再⽣が必要 116件（7%）
年商別 1,000万円未満 375件（22%）、1,000万円以上3000万円未満 485件（28%）、

3,000万円以上5,000万円未満 224件（13%）、5,000万円以上1億円未満 212件（12%）、
1億円以上 438件（25%）



－ ２ －

Ⅱ ⾦融機関（メインバンク）に対する中⼩企業の満⾜度

○ ⾦融機関（メインバンク）に対する中⼩企業の総合満⾜度は67.8点で、昨年度（67.6点）と
⽐較して0.2点上回った。

○ ⾦融機関（メインバンク）からの「融資（残⾼）あり」と回答した中⼩企業の総合満⾜度は71.4
点、「融資（残⾼）なし」と回答した中⼩企業では62.9点となっている。

１ 総合満⾜度
アンケートの回答（「⼤変満⾜」「かなり満⾜」「まあ満⾜」「普通」「やや不満」「かなり不満」「⼤変不満」）を点数化したもの。
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○ 「満⾜層」、「中間層」、「不満⾜層」の構成割合は、昨年度と⽐較して「中間層」が増加し、
「満⾜層」と「不満⾜層」が減少した。
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１ ⼤変満⾜
２ かなり満⾜
３ まあ満⾜

満⾜層 サンプル数 903（構成⽐ 54.1%）

４ 普通 中間層 サンプル数 685（構成⽐ 41.1%）
５ やや不満
６ かなり不満
７ ⼤変不満

不満⾜層 サンプル数 80（構成⽐ 4.8%）

総合的な満⾜度 回答選択肢

「満⾜層」、「中間層」、「不満⾜層」の構成割合（n=1,757／有効回答数＝1,668）
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－ ５ －

○ 個別項⽬別満⾜度は、昨年度と⽐較して、「地域社会への貢献」を除く、全ての項⽬で向上した。
○ 「新商品開発・技術研究開発⽀援」「販路開拓の⽀援」等の経営⽀援に関する項⽬の満⾜度が、

⽐較的低くなった。（昨年度までと同様）

２ 個別項⽬別満⾜度
アンケートの回答（「満⾜」「まあ満⾜」「どちらともいえない」「やや不満」「不満」）を点数化したもの。

経営⽀援に関する項⽬

⾦融機関による「新商品開発・技術研究開発⽀援」等の経営⽀援に関する項⽬については、中
⼩企業の満⾜度が低い。



－ ６ －

Ⅲ 中⼩企業の資⾦調達の現状
１ 融資や条件変更の謝絶経験割合

○ 「融資」⼜は「条件変更」を「謝絶された経験がある」と回答した中⼩企業の割合は4.7%で、昨年
度（8.1%）と⽐較して低下した。

○ 融資の謝絶経験割合は3.5%で、昨年度（7.3%）と⽐較して低下した。
○ 条件変更（⾦利引下げ、⽀払猶予、返済期限延⻑等）の謝絶経験割合（4.1％）について

も、同様に昨年度（6.3％）と⽐較して低下した。

地域密着型⾦融が⼀定程度進展し、中⼩企業⾦融の円滑化が図られていることが窺える。

⾦融円滑化法施⾏（H21.12⽉〜H25.3⽉)23.1%
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融資⼜は条件変更を謝絶された割合の推移

融資及び条件変更の謝絶経験をそれぞれ調査
（レポートʼ16〜）

融資 3.5% ／ 条件変更 4.1%
（昨年度 7.3%）／ （昨年度 6.3%）

融資⼜は条件変更の
謝絶経験割合
（n=1,757／有効回答数＝730）

4.7%
（昨年度 8.1%）
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○ 謝絶理由は、融資、条件変更のいずれも「総合的な判断によるもの」の回答が最多となった。
○ 次いで「返済財源に乏しいから」「担保余⼒がないから」の順となった。

２ 謝絶理由
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融資や条件変更申込の謝絶理由（複数回答、 n=融資41、条件変更19）



－ ８ －

○ 謝絶理由の説明に対して「納得した」と回答した中⼩企業は、融資申込の謝絶経験がある中⼩企
業の75.0％、条件変更申込の謝絶経験がある中⼩企業の30.0％となった。

○ 謝絶後のフォローについて「アドバイス等があった」と回答した中⼩企業は、融資申込の謝絶経験があ
る中⼩企業の47.1%、条件変更申込の謝絶経験がある中⼩企業の36.4%となった。

○ 謝絶理由の説明に対して「納得した」と回答した中⼩企業、また、謝絶後のフォローについて「アドバ
イス・提案があった」と回答した中⼩企業の総合満⾜度が⽐較的⾼くなっている。

３ 謝絶時における⾦融機関（メインバンク）からのフォローの状況
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⾦融機関には、特に条件変更等の謝絶理由について、中⼩企業に対する丁寧な説明が求められる。
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１ ⾦融機関（メインバンク）から提供を受けた経営⽀援サービス
○ ⾦融機関（メインバンク）から経営⽀援サービスの提供を受けたと回答した中⼩企業の割合は、全

体の13.4%となった。
○ 経営⽀援サービスの提供を受けた中⼩企業の総合満⾜度は、受けていない中⼩企業より⾼くなって

いる。

13.4%

86.6%

76.3
66.6

0点

50点

100点

経営⽀援
サービスあり

経営⽀援
サービスなし

0%

50%

100%

⾦融機関（メインバンク）から提供を受けた経営⽀援サービス
（n=1,757／有効回答数=1,757）

Ⅳ 中⼩企業と⾦融機関（メインバンク）の相互理解促進への取組状況等
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○ 提供を受けた経営⽀援サービスの内容は、「制度融資の活⽤⽀援」が最も多く、次いで「業界
動向の情報提供」の順となった。

○ 標本数は少ないが、「海外展開⽀援」及び「製品化、商品化⽀援」を受けた中⼩企業における
総合満⾜度が⾼くなっている。

29.4%

18.7%
15.3%

18.7%

7.2%

17.4%

2.6% 5.5% 7.2%
14.9%

3.0%
10.6%

30.2%

1.3%

16.2%

6.0%

86.6%

76.7 78.4 79.4 77.7 77.7 79.0

88.1

76.9 76.8
70.6

81.6
76.6 77.8

71.4
75.9

79.6

66.6

0点

25点

50点

75点

100点
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100%
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⾦融機関（メインバンク）から提供を受けた経営⽀援サービスと総合満⾜度（複数回答、n=235）
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２ ⾦融機関（メインバンク）に対する中⼩企業の情報提供の状況
○ ⾦融機関（メインバンク）に対し「情報を提供している」と回答した中⼩企業の割合は、全体の

62.0%で、昨年度（昨年度64.2%）と⽐較して低下した。「融資あり」と回答した中⼩企業では
81.6% （昨年度 86.2%）となった。

○ 提供している内容は、「決算の概要」が最も多くなった。
○ 何らかの情報提供を⾏っている中⼩企業の総合満⾜度が⽐較的⾼くなっている。

62.0%
64.2%

81.6%
86.2%

34.4%
36.5%

38.0%
35.8%

18.4%
13.8%

65.6%
63.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（今年度）
全体（昨年度）

融資有り（今年度）
融資有り（昨年度）
融資無し（今年度）
融資無し（昨年度）

情報提供あり 情報提供なし

87.0% 27.3% 25.5% 25.1% 18.0% 19.0%
6.7%

38.0%

70.8 75.2 76.4 72.4 75.4 75.0 72.0 63.3

0点

50点

100点

0%

50%

100%

決
算
の
概
要

業
務
の
状
況

将
来
⾒
通
し

業
界
動
向

資
⾦
ニ
␗
ズ

経
営
課
題

競
合
⾏
の
動
向

情
報
提
供
な
し

提供している情報と総合満⾜度（複数回答、n=1,089）

情報提供の状況（n=1,757／有効回答数=全体1,757、融資の有無1,750）



３ 試算表・資⾦繰り表・事業計画の作成状況
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○ 「試算表」を「作成している」と回答した中⼩企業は、全体の68.4%で、昨年度（67.0%）と⽐
較して上昇した。「融資あり」と回答した中⼩企業では、77.6%（昨年度 74.8%）となった。

○ 従業員数21名以上の中⼩企業では、ほぼ全てが作成していた。従業員20名以下の中⼩企業で
は、作成割合が低かった。

98.0%

98.2%

94.8%

63.7%

2.0%

1.8%

5.2%

36.3%

0% 50% 100%

101⼈〜

51⼈
〜100⼈

21⼈
〜50⼈

〜20⼈

従業員規模別 作成している 作成していない

57.3%

55.5%

74.7%

77.6%

67.0%

68.4%

42.7%

44.5%

25.3%

22.4%

33.0%

31.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

融資なし（昨年度）

融資なし（今年度）

融資あり（昨年度）

融資あり（今年度）

昨年度（ʼ17）

今年度（'18）

全体・融資の有無別 作成している 作成していない

試算表作成状況（n=1,757／有効回答数=全体1,730、融資の有無別1,724、従業員規模別1,721）
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○ 「資⾦繰り表」を「作成している」と回答した中⼩企業は、全体の34.3%で、昨年度（31.0%）と
⽐較して上昇した。 「融資あり」と回答した中⼩企業では44.8%（昨年度40.4%）となった。

○ 「事業計画」を「作成している」と回答した中⼩企業は、全体の23.6%で、昨年度（16.5%）と
⽐較して上昇した。 「融資あり」と回答した中⼩企業では29.8%（昨年度21.7%）となった。

19.3%

19.9%

40.4%

44.8%

31.0%

34.3%

80.7%

80.1%

59.6%

55.2%

69.0%

65.7%

0% 25% 50% 75% 100%

融資なし（昨年度）

融資なし（今年度）

融資あり（昨年度）

融資あり（今年度）

全体（昨年度）

全体（今年度）

作成している 作成していない

10.0%

15.3%

21.7%

29.8%

16.5%

23.6%

90.0%

84.7%

78.3%

70.2%

83.5%

76.4%

0% 25% 50% 75% 100%

融資なし（昨年度）

融資なし（今年度）

融資あり（昨年度）

融資あり（今年度）

全体（昨年度）

全体（今年度）

作成している 作成していない

資⾦繰り表作成の有無
（n=1,757／有効回答数︓全体1,661、融資の有無別1,655）

事業計画作成の有無
（ n=1,757／有効回答数︓全体1,661、融資の有無別1,655）
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試算表等の作成状況の推移 ㊟レポートʼ14未調査

試算表 資⾦繰り表 事業計画書

28.0%
17.2%

23.6%
34.3%

68.4%

70.7 71.1 71.0 72.7
64.3

0点

25点

50点
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100点
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100%
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「 試 算 表 」 「 資 ⾦ 繰 り 表 」 「 事 業 計 画 」 の 作 成 状 況 ま と め

全て作成している中⼩企業は、全体の 17.2%（昨年度12.5%）

全て作成していない中⼩企業は、全体の 28.0%（昨年度32.0%）
○ 試算表等を「作成している」と回答した中⼩企業の満⾜度が⽐較的⾼くなっている。

中⼩企業と⾦融機関とのコミュニケーションを深化させるために、中⼩企業は試算表等を作成し、
⾦融機関に対してより⼀層積極的に情報提供していく必要がある。

総合満⾜度（試算表等の作成状況）
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４ 中⼩企業の事業内容に対する⾦融機関（メインバンク）の理解度
○ ⾃社の事業内容を⾦融機関（メインバンク）が理解している（「明確に理解している」＋「ある程度

理解している」）と回答した中⼩企業の割合は、全体で83.1%で、昨年度（81.1%）と⽐較して
上昇した。

○ 「融資（残⾼）あり」と回答した中⼩企業では94.0%で、同様に昨年度（92.0%）と⽐較して
上昇した。

24.7%

19.6%

32.4%

26.4%

10.5%

9.0%

58.4%

61.5%

61.6%

65.6%

52.4%

55.2%

13.0%

15.4%

5.5%

7.3%

26.9%

27.9%

3.9%

3.5%

0.5%

0.7%

10.2%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（今年度）

全体（昨年度）

融資あり（今年度）

融資あり（昨年度）

融資なし（今年度）

融資なし（昨年度）

明確に理解している ある程度理解している あまり理解していない 全く理解していない

⾦融機関（メインバンク）が事業内容を理解している 83.1%

⾦融機関（メインバンク）が事業内容を理解している 94.0%

事業内容の理解度（n=1,757／有効回答数︓全体1,495、融資の有無別1,491 、「わからない」を除き集計）



○ 年商が⾼いほど、⾃社の事業内容を⾦融機関（メインバンク）が理解している（「理解している」＋
「ある程度理解している」）と回答した中⼩企業の割合が⾼い傾向になっている。また、従業員21⼈
以上の中⼩企業では、ほぼ全てで理解している（「理解している」＋「ある程度理解している」）と回
答した。

14.3%

14.9%

15.8%

20.3%

45.7%

54.7%

59.6%

71.3%

66.1%

50.5%

23.4%
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3000万円以上5000万円未満

5000万円以上１億円未満

１億円以上

年商別
明確に理解している ある程度理解している あまり理解していない 全く理解していない

19.1%

50.4%

58.9%

61.2%

61.4%

46.5%

39.3%

36.7%

14.9%

3.1%

1.8%

2.1%

4.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〜 20⼈

21⼈ 〜 50⼈

51⼈ 〜 100⼈

101⼈以上

従業員別

明確に理解している ある程度理解している あまり理解していない 全く理解していない
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事業内容の理解度（n=1,757／有効回答数=年商別1,477、従業員別=1,489、「わからない」を除き集計）
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○ ⾦融機関（メインバンク）が事業内容を理解している（「理解している」＋「ある程度理解してい
る」）と回答した中⼩企業ほど、個別項⽬満⾜度が⾼くなっている。

５ ⾦融機関（メインバンク）の理解度と個別項⽬満⾜度との関係

⾦融機関（メインバンク）の理解度と個別項⽬満⾜度



「⻘森県地域密着型⾦融推進プラン2018改訂版（2018年度〜2022年度）」では、克服すべき
課題の⼀つとして「（⾦融機関による）事業性評価等に基づく最適な解決策の提供」を掲げている。

このため、今回、⾦融機関による事業性評価の取組に対する中⼩企業の認識を調査した。
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１ 担保や保証に依存しない融資の状況（中⼩企業がどう感じているか）
○ 担保や保証が無いと融資に応じてくれないと「感じている」（「はっきりと感じている」＋「ある程度感

じている」）と回答した中⼩企業の割合は全体の48.5％となった。
○ 担保や保証がないと融資に応じてくれないと「感じていない」と回答した企業ほど、総合満⾜度が⾼

くなっている。
○ 業績が上向きな企業ほど、担保や保証がないと融資に応じてくれないと「感じていない」と企業が多

かった。

Ⅴ ⾦融機関による事業性評価に関する取組

11.2%

15.1%

23.5%

35.8%

37.6%

30.4%

41.8%

40.5%

32.9%

11.2%
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下向き
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上向き

（業績別）
全く感じていない あまり感じていない
ある程度感じている はっきりと感じている

担保や保証が無いと融資に応じてくれないと感じる（n=1,757／有効回答数＝1,175）
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２ 市場及び競争環境に対する⾦融機関の理解度（中⼩企業がどのように感じているか）
○ ⾃社を取り巻く市場（市場規模・成⻑性、市場ニーズ）を⾦融機関（メインバンク）が「理解して

いる」（「明確に理解している」＋「ある程度理解している」）と回答した中⼩企業の割合は、全体
の79.1％となった。

○ ⾃社の競争環境（新規参⼊、競合各社の状況）を⾦融機関（メインバンク）が「理解している」
（「明確に理解している」＋「ある程度理解している」）と回答した中⼩企業の割合は、全体の
70.4％となった。

○ ⾃社の市場や競争環境を⾦融機関（メインバンク）が「理解している」と回答した中⼩企業ほど、
総合満⾜度が⾼くなっている。
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市場の理解度（n=1,757／有効回答数＝1,271） 競争環境の理解度（n=1,757／有効回答数＝ 1,148）
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○ 「融資（残⾼）あり」と回答した中⼩企業、また、業績が上向きの中⼩企業ほど、⾃社の市場や競
争環境を⾦融機関（メインバンク）が「理解している」と回答した割合が⾼い傾向となっている。

市場の理解度（ n=1,757／有効回答数＝1,271）
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競争環境の理解度（n=1,757／有効回答数＝ 1,144）

（融資の有無別） （融資の有無別）
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３ 中⼩企業に対する理解を深めるための⾦融機関（メインバンク）の取組
○ 担保や保証に依存しない融資の推進に⾦融機関（メインバンク）が取り組んでいると「感じている」

（「はっきりと感じている」+「ある程度感じている」）と回答した中⼩企業の割合は全体の57.1%、市
場の理解を深める取組では65.0％、競争環境の理解を深める取組では56.6%となった。

○ ⾦融機関（メインバンク）による取組を「感じている」と回答した中⼩企業ほど総合満⾜度は⾼くなって
いる。

中⼩企業に対する理解を深めるための⾦融機関の取組姿勢が、中⼩企業に対しても⼀定程度伝
わっていることが窺える。

⾦融機関は、中⼩企業に対する理解の深化に引き続き取り組むとともに、その取組姿勢が中⼩企
業により⼀層伝わるよう努めていく必要がある。
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担保・保証に依存しない融資を推進するための取組
（n=1,757／有効回答数＝1,032）

感じている
57.1%
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Ⅵ 事業性評価に基づく融資の⼀層の活発化に向けて

「業務の状況」や「将来の⾒通し」といった「決算の概要」以外の
各種情報を⾦融機関に対して提供している中⼩企業の総合満⾜度は
⾼くなっているが、提供している中⼩企業の割合は不⼗分

⾦融機関による「新商品開発・技術研究開発⽀援」等の
経営⽀援に関する項⽬については、中⼩企業の満⾜度が低い。

現状 地域密着型⾦融は⼀定程度進展も
取組が不⼗分な項⽬がある

中⼩企業は、試算表等の財務情報ほか、「決算の概要」以外の
各種情報についても⾦融機関に対して積極的に情報を提供する。

⾦融機関は、中⼩企業に対する理解の深化に引き続き取り組むととも
に、その取組姿勢が中⼩企業により⼀層伝わるように努める。

中⼩企業と⾦融機関（メインバンク）の
相互理解の深化未来

提⾔ 事業性評価に基づく融資の
⼀層の活発化に向けて
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市場の理解を深める取組 競争環境の理解を深める取組担保・保証に依存しない融資を
推進するための取組
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○ 県内⾦融機関における中⼩企業等向け事業性資⾦の貸出残⾼は、伸⻑している。
○ 県内に本店を有する⾦融機関における預貸率は、ほぼ横ばいで推移している。

Ⅶ ⾦融機関における資⾦供給等の状況
1 ⾦融機関における資⾦供給の現状
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○ 多様な資⾦供給の状況として、ＡＢＬや私募債、経営者保証ガイドラインの活⽤等の⼿法による
資⾦供給の取扱いが進んでいる。

種類 活⽤のメリット 直近(平成29年度〜30年度上半期)の実績※

ＡＢＬ
(動産・売掛⾦

担保融資)

・借り⼿にとっては、これまで担保としてあまり活⽤されてこ
なかった動産・売掛⾦担保を活⽤することにより、円滑
な資⾦調達に資することが期待される。

・⾦融機関にとっては、中⼩企業の動産・売掛⾦担保な
どを継続的にモニタリングすることを通じて、中⼩企業の
経営実態をより深く把握することが可能となり、信⽤リス
ク管理の強化が期待される。

29年度 95件 153億円
30年度上半期 41件 90億円

【担保動産の例】
機械設備、重機・⼯作機械、太陽光発電設備、⽊
材・⽊質チップ、⽇本酒、⽔産加⼯品、⾁⽜、⾁豚、
りんご、⽶、⼩型⾵⼒発電 等

私募債
(少数･特定の

投資家を対象に
発⾏される社債)

・中⼩企業にとっては、資⾦調達の多様化が図られるとと
もに、固定⾦利の⻑期安定資⾦を調達できるほか、毎
⽉の返済がない（⼀括償還）場合もあり、返済計画
に余裕が持てる、中⼩企業のイメージアップ、発⾏⼿続
きが簡単などのメリットがある。

29年度 92件 88億円
30年度上半期 63件 77億円

ファンドを
通じた出資

・中⼩企業にとっては、資⾦調達の⼿段として重要な選
択肢の⼀つであり、（融資のような）担保や返済期限、
利息の⽀払いがなく、ファンドの設⽴⽬的（創業、成
⻑⽀援、新事業展開、事業再⽣等）達成に向けた
経営上の⽀援も期待できる、などのメリットがある。

直近では、平成28年度に「東⽇本⼤震災中⼩企業
復興⽀援ファンド」、「みちのく地域活性化ファンド」に出
資している。（以下は、主な出資ファンド）
とうほくのみらい応援ﾌｧﾝﾄ゙ 、あおもりｸﾘｴｲﾄﾌｧﾝﾄ゙ 、あおもり農商⼯連
携ﾌｧﾝﾄ゙ 、あおぎん応援ﾌｧﾝﾄ゙ 、⻘函活性化ﾌｧﾝﾄ゙ 、あおもり地域
再⽣ﾌｧﾝﾄ゙ 等

経営者保証
ガイドラインの

活⽤

・経営者にとっては、⼀定の要件の下で経営者保証に過
度に依存した融資慣⾏が改善され、思い切った事業
展開や早期の事業再⽣などに取り組みやすくなる、など
のメリットがある。

28年度 29年度 30年度
上半期

新規に無保証で融資
した件数 (ABL除く) 4,836 5,381 2,874
保証契約を解除した
件数 368 707 386

2 ⾦融機関における多様な資⾦供給の状況

※県内に本店を有する⾦融機関の実績
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３ 経営改善⽀援の取組
○ 経営課題を有する取引先中⼩企業を経営改善⽀援先と位置づけ、解決に向けて取り組んでいる。

期初債務者数※ うち経営改善⽀援
取組先数 α※

うち期末に債務者区分が
ランクアップした先数β※

（ランクアップ率 β／α）

うち再⽣計画
策定先数※

平成28年度実績 25,228 526 56（10.6%） 295

平成29年度実績 25,338 569 49 （8.6%） 266
※県内に本店を有する⾦融機関（メインバンク）の実績

４ セミナー・研修会等の開催
○ 県内の⾦融機関及び商⼯団体等において、中⼩企業の経営⼒強化等に向けて、経営や⾦融、

補助⾦、税制等の各分野をテーマとした勉強会・研修会・セミナー等が開催されている。
実施機関 県内⾦融機関・商⼯団体によるセミナー・研修会等（主なもの）

⻘森銀⾏
■第8回〈あおぎん〉ｱｸﾞﾘﾊﾟｰﾄﾅｰｾﾐﾅｰ｢ICTで拓く農業の未来｣ ■あおぎん×⻘森中央学院⼤学 地域活性
化連携協⼒協定事業 ｢外国⼈⼈材活⽤ｾﾐﾅｰ｣ ■あおぎん経営ｻﾎﾟｰﾄｾﾐﾅｰ ■あおぎん経営者懇談会｢ｵｰ
ﾅｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ｣ ■ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ⽀援ｾﾐﾅｰ あお★(あおｽﾀ) ■⼋⼾市域創業ｾﾐﾅｰ

みちのく銀⾏ ■みちのく銀⾏経営塾 第9期⽣講座 ■｢あおｽﾀ｣×｢第1回地域ｸﾗｳﾄﾞ交流会｣開催 ■みちのくｴﾌﾞﾘﾃﾞｲﾌﾟﾗ
ｻﾞ夜間ｾﾐﾅｰ ■｢第2回⻘森地域ｸﾗｳﾄﾞ交流会｣開催

⻘い森信⽤⾦庫・
東奥信⽤⾦庫 ■中⼩企業経営⼒強化研修会 ⻘森･弘前･⼋⼾会場(各4回)

東奥信⽤⾦庫 ■中⼩企業財務ｾﾐﾅｰ｢2018経済と経営と税務」
⻘森県信⽤保証
協会

■経営⽀援ｾﾐﾅｰ2018 ~地⽅創⽣と地域⾦融機関(ﾒｲﾝﾊﾞﾝｸ)の役割について~ ■ﾌﾟﾛから学ぶ失敗しない
創業計画の作り⽅ ■創業ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ ■創業者のための税務ｾﾐﾅｰ｣
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実施機関 県内⾦融機関・商⼯団体によるセミナー・研修会等（主なもの）

⻘森商⼯会議所

■あおもりスタートアップ⽀援セミナー（第1回〜第6回） ■⼈事効率化ITツール⼤相談会 ■実践︕プレゼン
⼒向上セミナー ■「求職者・働き⼿⽬線から考える」⼈材の獲得・育成・定着セミナー ■わかりやすい!タブレット
型POSレジの導⼊と活⽤法 ■事業承継セミナー〜当社の事業承継 ■いつ・何からはじめるか〜 ■やってみよ
う︕タブレット端末を使ったPOSレジ・カード決済⼊⾨ ■集客⼒・販売⼒アップ︕チラシ作成術セミナー ■急いで
備えたい︕軽減税率のポイントと対策 ■中⼩企業の⼈材確保と定着セミナー ■集客につながる店舗演出 ■空
間のつくり⽅セミナー

弘前商⼯会議所

■商いの基本と雑談⼒ 銀座のママの経営術とおもてなしの⼼ ■⼈⼿不⾜対応セミナー カギを握るのは⼥性・⾼
齢者の活⽤の仕⽅ ■経営課題解決セミナー 訪⽇外国⼈集客で売上アップ ■〜創業を成功へと導く〜 創業
セミナー ■消費税増税に備える︕お店で使える︕タブレット＆スマートフォン〜やってみようタブレット端末を使った
POSレジ・カード決済⼊⾨〜 ■消費税引上げに今から出来ること 先を⾒据えた経営を落語で学ぶ 事業承継・
相続 ■働き⽅改⾰関連法説明会 ■消費税増税前の今始める︕記憶⼒・集中⼒・仕事効率・時間効率を⾼
め⽣産性向上で業績UP ■スポーツのチーム⼒から学ぶ 良いチームワークの築き⽅

⼋⼾商⼯会議所

■経営計画の⽴て⽅とポイント ■販路開拓セミナー「展⽰商談会における商談成約に向けた事前・事後対策に
ついて」 ■初対⾯の1分間で相⼿をその気にさせる技術 ■事業承継のポイント 〜税制改正を踏まえて〜 ■消
費税軽減税率対策窓⼝相談等事業「値決めの基礎講座」「今から備えたい軽減税率の対策のポイント」「集客に
つながる︕店舗演出・空間の作り⽅」 ■総務の基本と実務 ■経営安定セミナー 知らないでは済まされない︕
120年ぶりの⺠法（債権法）⼤改正のポイント ■⽣産性向上⽀援訓練【組織⼒強化のための管理 ■成果を
上げる業務改善 ■IoT活⽤によるビジネス展開 ■業務効率向上のための時間管理 ■プロジェクト管理技法の
向上】 ■はちのへ⼥性創業スクール（プレセミナー ■リターンズ） ■事業引継ぎ⽀援セミナー

⿊⽯商⼯会議所 ■中⼩企業の経営⼒強化を⽬指す会計 ■｢会計ふきゅうｿﾌﾄ2017｣実践･活⽤ｾﾐﾅｰ ■経営計画策定ｾﾐﾅｰ
■管理者研修 ■新⼊社員教育ｾﾐﾅｰ

五所川原商⼯会
議所 ■消費税軽減税率制度について

⼗和⽥商⼯会議
所

■今から備えたい!｢消費税軽減税率の対策とﾎﾟｲﾝﾄ｣ ■実務担当者ｾﾐﾅｰ｢1⽇でわかる労務業務の基本と実
務｣ ■IT活⽤講習会｢ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを活⽤して売上を上げよう!｣ ■新春講習会｢印象⼒ｱｯﾌﾟのﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ講座｣

⻘森県中⼩企業
団体中央会

■中⼩企業施策普及講習会(10市) ■組合等管理者講習会 ■決算･税務実務講習会 ■労務管理講習
会

商⼯会連合会

■次世代事業者育成事業「事業計画策定セミナー」 【三沢市、深浦町、七⼾町】 ■⼈⼝減少社会対応型商
店街活性化プラン策定⽀援事業【むつ市川内町】 ■同フォローアップ事業【板柳町、横浜町】 ■マーケットイン型
販路開拓⽀援事業「販売促進⽀援塾」 ■スマホ決済について 〜キャッシュレス決済の時代に取り残されないため
の基本講座〜【三沢市】 ■スマホ・タブレットのビジネス活⽤講座【平川市、平内町】 ■HACCP義務化対応セミ
ナー【南部町、⾦⽊】



５ ビジネスマッチング⽀援
○ ⽀援中⼩企業（取引先・経営⽀援先等）の販路開拓等に向けたビジネスマッチング⽀援が、

関係機関との連携により実施されている。

－ 27 －

県
内
開
催

⻘森銀⾏ ■2017⽶国向け輸出商談会 ■平成30年度ASEAN通年ﾏｯﾁﾝｸﾞ⽀援事業(国内商談
会) ■｢Umai!! Aomori Food Fair 2018｣国内商談会

⻘森商⼯会議所 ■第9回ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ構築懇談会
弘前商⼯会議所 ■第42回東北ｱﾊﾟﾚﾙ産業機器展
⻘森県中⼩企業団体中央会 ■原⼦⼒ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾏｯﾁﾝｸﾞﾌｪｱ2017 ■ものづくり補助⾦成果事例発表会

⻘森県商⼯会連合会 ■りんごｼﾞｭｰｽ個別商談会 ■FOOD MATCH AOMORI 2018(あおもり⾷品展) ■PB
商品開発等個別商談会

県内⾦融機関、商⼯団体共通 ■2017､2018｢⻘森の正直｣商談会

県
外
開
催

⻘森銀⾏、みちのく銀⾏ ■⻘森県⾷品輸出商談会 ｲﾝ⾹港 ■ものづくりﾏｯﾁﾝｸﾞ商談会 in台湾

⻘森銀⾏
■ものづくりﾃｸﾉﾌｪｱ2017､2018 ■第18回愛銀ﾋﾞｼﾞﾈｽ商談会 ■ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾞｻﾞｰﾙ in 
Tokyo 2017､2018 ■Netbix商談会 with⼤和証券2017､2018 ■2017ﾃｸﾉﾏｰﾄ⾒
本市 (台北) ■Japan Aomori Food Fair 2018商談会 ■北海道･東北･北陸ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾏｯﾁﾝｸﾞin東京

みちのく銀⾏ ■⻘森･函館産直市 (⼤宮駅・⼋王⼦駅) ■地⽅銀⾏ﾌｰﾄﾞｾﾚｸｼｮﾝ

⻘い森信⽤⾦庫、東奥信⽤⾦庫 ■ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁ東北2017 ■2017､2018よい仕事おこしﾌｪｱｰ ■2018全国!うまいもん発
掘⼤商談会

⻘い森信⽤⾦庫 ■⾷品海外販路開拓商談会
⻘森商⼯会議所 ■第8回ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ構築懇談会 ■ｱｸﾞﾛ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ2018
弘前商⼯会議所 ■ｽﾀｰ商品誕⽣ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝ(STARTLINE) ■ﾐﾗﾉｻﾛｰﾈ
⼋⼾商⼯会議所 ■東北復興⽔産加⼯品展⽰商談会 ■消費地商談会

⻘森県商⼯会連合会 ■⾷のこだわりﾌｪｱin名古屋 ■沖縄⼤交易会 ■第23回ｸﾞﾙﾒ&ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｽﾀｲﾙｼｮｰ春
2018 ■FOODEX JAPAN 2018｢⻘森県ﾌﾞｰｽ｣

県内⾦融機関・商⼯団体共通 ■ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ･ﾄﾚｰﾄﾞｼｮｰ2018



6 ⼈材育成の取組
○ 県内の⾦融機関及び商⼯団体において、⽬利き能⼒やコンサルティング能⼒の向上に向けて、中

⼩企業再⽣、事業承継、動産評価等をテーマとした研修受講や資格取得が⾏なわれている。

－ 28 －

⻘森銀⾏ ■法⼈FA養成 ■融資営業ﾏﾝ制度 ■融資ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ研修 ■中⼩企業再⽣ｾﾐﾅｰ ■農業経営
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ■JGAP指導員 ■動産評価ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ■事業性評価ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

みちのく銀⾏ ■事業承継･M&Aｴｷｽﾊﾟｰﾄ認定 ■JGAP指導員

⻘い森信⽤⾦庫 ■事業性評価のための⽬利き⼒養成研修 ■事業性評価のための業種特性分析研修 ■事業
性融資ｴｷｽﾊﾟｰﾄ養成研修 ■⽬利き⼒実践研修

東奥信⽤⾦庫 ■事業性評価研修 ■事業性評価のための⽬利き実践研修 ■事業性評価講座

⻘森県信⽤組合
■事業性評価実践講座 ■課題解決型営業推進講座 ■ﾛｰｶﾙﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ活⽤研修 ■内部研
修(事業承継、事業再⽣、建設業について、事業性評価研修会、事業再⽣実践講座) ■経営
者保証に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの研修 ■事業性融資推進研修 ■⽀援機関向け事業承継研修会
■事業性融資ﾏｲｽﾀｰ育成の取組

⻘森県信⽤保証協会 ■中⼩企業診断⼠ ■信⽤調査検定(ﾍﾞｲｼｽ･ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ﾏｽﾀｰ) ■動産評価ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
⻘森商⼯会議所 ■経営診断基礎(商業ｺｰｽ)研修 ■税務･財務診断基礎研修
弘前商⼯会議所 ■経営塾（第1回〜第5回） ■新規就職者激励⼤会･新⼊社員ｾﾐﾅｰ ■複式簿記講習会

⼋⼾商⼯会議所 ■中⼩企業⽀援担当者等研修 ■新⼊社員研修 ■⼈材育成ｾﾐﾅｰ｢繁盛を⽣み出すｽﾀｯﾌを育
てよう!｣｢最適な⼈材募集戦略の⽴て⽅｣｢部下を活かし成果を産み出す管理者育成の⽅法論｣

⼗和⽥商⼯会議所 ■中⼩企業⽀援担当者向け専⾨研修 伴⾛⽅⽀援計画の策定 ■⽀援機関向け事業承継研
修会（基礎、専⾨）

⻘森県中⼩企業団体中央会 ■中⼩企業⽀援担当者等研修 ■ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修会

⻘森県商⼯会連合会

■基礎研修（税務財務診断）■専⾨研修（経営診断基礎、⼩規模企業の相談⽀援⽅法、
創業⽀援の進め⽅と廃業について、CF経営と利益･資⾦計画策定⽀援、経営発達⽀援事業の
進め⽅、地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略による地域活性化、新規事業･第⼆創業の進め⽅、円滑な事業承
継･事業廃⽌の進め⽅、経営計画の策定、伴⾛型⽀援計画の策定、⼩規模企業⽀援能⼒向
上研修）

県内⾦融機関・商⼯団体共通 ■ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ養成研修 ■知的経営⽀援ﾊﾞﾝｶｰ育成研修



7 県内⾦融機関・商⼯団体等における特徴的な取組
○ ⾦融機関と研究機関との連携や、地⽅創⽣に係る県内市町村との連携協定の締結、商⼯団体に

おける創業⽀援に向けた取組など、⽀援機関のコンサルティング機能の強化が図られている。

－ 29 －

⻘森銀⾏

【下北地域奨学⾦⽀援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｢おかえり奨学⾦｣】下北地域の若年者の⾸都圏流出抑制と地域中⼩企業の発展を⽬的として､下北地域中⼩企
業5社と連携し､給付型奨学⾦制度を創設｡対象中⼩企業で将来活躍していく意欲のある学⽣に対し当⾏が教育ﾛｰﾝによる⽀援を⾏い､実際に
対象中⼩企業に就職した際には､対象中⼩企業が教育ﾛｰﾝ返済額分を対象者へ給付する仕組みである｡

【⼋⼾ﾜｲﾝ産業創出に向けた取り組み】⼋⼾市では､国内需要の減少による葉たばこの⽣産縮減に対応していくため｢⼋⼾ﾜｲﾝ産業創出ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣を
⾏っており､㈱ｻﾝﾜｰｽﾞは⼋⼾市の認定を受け､平成29年秋から主に南郷地区のﾜｲﾝ⽤ぶどうを原料としてﾜｲﾝ醸造を⾏い､販売を開始｡当該取り組
みは､⼋⼾圏域の農業振興･⾷産業振興･観光振興を通じた地域経済の活性化につながるものであることから､当⾏では､同社に対する融資のみな
らず､販路開拓⽀援や､⼋⼾市が総務省に対して⾏った地域経済循環創造事業交付⾦の申請等について積極的な⽀援を実施した｡

【取引先のﾐｬﾝﾏｰ進出⽀援】ｵｶﾑﾗﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ㈱では､ｱｼﾞｱ地域を中⼼とした寿司ﾈﾀ等の⽔産加⼯品の需要拡⼤を⾒込み､ﾐｬﾝﾏｰに製造拠点を設⽴
し､ｻｰﾓﾝを主とした寿司ﾈﾀ加⼯の実施を予定｡当⾏は､⽇本政府が全株式を保有する政策⾦融機関である国際協⼒銀⾏(JBIC)との協調融資に
よる資⾦⽀援を実施したほか､JBICとの連携を構築することで､同⾏が有するﾐｬﾝﾏｰ政府とのﾈｯﾄﾜｰｸを活⽤した事業運営ｻﾎﾟｰﾄも期待されている｡
※JBICとの協調融資は､北東北(⻘森県･秋⽥県･岩⼿県)の⾦融機関では当⾏が初の事例｡

【⻘い森の淡雪天然りんご花びらりんごｼﾞｬﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ~捨てられていたりんごの花びらを農福連携により商品化~】中⼩企業組合JT&Associatesは､
⻘森を代表する農産物のりんごにおいて､これまで利活⽤が進んでいなかった花びらを活⽤し､新たな⽣命(付加価値)を吹き込み､農福連携を通じ
て｢花びらりんごｼﾞｬﾑ｣を商品化｡当⾏は､本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実現に向けた協⼒中⼩企業･団体とのﾏｯﾁﾝｸﾞ⽀援､ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ｢Makuake｣
の活⽤⽀援を実施｡賛同いただいた県内の多くの中⼩企業･団体の協⼒を得て具現化した本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは､本県の⾷産業活性化と障害者の｢しご
とづくり｣につながる取り組みとなった｡

【地域の伝統的な祭事の活性化等⽀援】ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ『Readyfor』を活⽤し､⿊⽯市の伝統的な祭事として数百年の歴史を誇る｢⿊⽯よされ｣
のPRによる更なる誘客等､祭りを後世に受け継いでいくための取り組みを⽀援｡⾦融機関協⼒のもとｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを活⽤し､地域の伝統的な祭
事の活性化等を⽬指す取り組みは､⻘森県内では初となる｡

【⻄⽬屋村および㈲弘前ｺｰﾋｰｽｸｰﾙとの｢地⽅創⽣に向けた中⼩企業⽴地に関する協定｣】道の駅津軽⽩神機能強化事業により整備した施設への中
⼩企業誘致施策として､㈲弘前ｺｰﾋｰｽｸｰﾙの⼯場等の操業に向けた三者協働による取り組みを⾏うことを⽬的として締結｡

みちのく銀⾏

【地⽅創⽣に関する取組み】2017年7⽉､地域が抱えるあらゆる課題に対し､⾦融機関のﾉｳﾊｳとﾈｯﾄﾜｰｸを活⽤し､関係機関それぞれが持つ｢強み｣を
活かし､独創的なｿﾘｭｰｼｮﾝを提供することを⽬的として｢みちのく地⽅創⽣ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ｣を設⽴｡最初の取組みとして､(⼀社)浅⾍温泉観光協会､浅
⾍温泉旅館組合､⻘森市､⻘森県､東⻘県⺠局とで｢浅⾍温泉の観光地域づくり推進に係る連携協定｣を締結し､浅⾍温泉活性化をﾃｰﾏに取り
上げ活動を展開｡

【㈱⽣産者直売のれん会との業務提携】⻘森県の⾷を｢ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化｣し､全国に発信していくことを⽬的に2017年9⽉､⾷品ﾒｰｶｰの商品開発･販路開
拓を⽀援している｢㈱⽣産者直売のれん会｣と業務提携｡

【みちぎんｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄ活動の取組み】2017年6⽉､CSR活動の⼀環として､お客さま訪問時に地⽅公共団体(当⾏と連携協定を結んでいる
地⽅公共団体)が発⾏する観光やｲﾍﾞﾝﾄに関するﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等を配布し､地域資源をPRする活動に取組中｡

【再⽣可能ｴﾈﾙｷﾞｰへの取組み】2017年7⽉､弘前⼤学北⽇本新ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所(現:地域戦略研究所)と｢新ｴﾈﾙｷﾞｰ分野における連携･協⼒に関す
る協定｣を締結｡本協定は､両者が保有する研究ｼｰｽﾞや中⼩企業ﾆｰｽﾞに関する情報､ﾉｳﾊｳ等を⽤いて相互に連携･協⼒し､⻘森県を中⼼とした
地域において､新ｴﾈﾙｷﾞｰによる地⽅創⽣に寄与することを⽬的としています｡



－ 30 －

⻘い森信⽤
⾦庫

【地⽅創成に向けた取組】県内地⽅公共団体と連携協定を推進｡平成29年5⽉ ⼋⼾市 ｢空き家活⽤に関するﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ協定｣､平成30年3⽉
おいらせ町 ｢おいらせ町定住促進等に関する連携協定｣､平成30年5⽉ ⼋⼾市 ｢⼋⼾市地域の安⼼･安全⾒守り協定｣､平成30年6⽉ 階上
町 ｢階上町定住促進等に関する連携協定｣､平成30年7⽉ むつ市 ｢むつ市⾼齢者等⾒守りﾈｯﾄﾜｰｸ事業に関する協定｣【地域中⼩企業⽀援
(創業~)に関する取組】平成30年8⽉ 地域の成⻑中⼩企業や課題解決中⼩企業を重点的に⽀援する⽇本政策公庫と当⾦庫が連携し､地域
の中⼩企業の更なる発展を⽬的に､中⼩企業のｽﾃｰｼﾞ(｢創業期｣｢成⻑期･安定期｣｢再⽣期｣)別に応じた協調融資制度を創設

【経営⼒強化研修会(しんきん拠点研修会)】⻘森県信⽤⾦庫協会が主導し､中⼩零細中⼩企業に対する､⼈材育成･新商品開発･販路拡⼤等
本業⽀援に於ける課題解決を図ることを⽬的に､当⾦庫と⻘い森信⽤⾦庫が各関連機関との連携および専⾨家の協⼒を得て研修会を開催して
いる｡⻘森･⼋⼾･弘前の3会場で各5回の年間15回の開催され､平成29年度年間県全体の累計参加者数1,067名､平成30年度上期末時
点で640名の参加者数となっている｡研修会出席中⼩企業における各商談会等出展時の成約率⾼く､商品の完成度を含め､ﾊﾞｲﾔｰ等から⾼い評
価を得ている状況にある｡

東奥信⽤⾦
庫

【経営⼒強化研修会(しんきん拠点研修会)】⻘森県信⽤⾦庫協会が主導し､中⼩零細中⼩企業に対する､⼈材育成･新商品開発･販路拡⼤等
本業⽀援に於ける課題解決を図ることを⽬的に､当⾦庫と⻘い森信⽤⾦庫が各関連機関との連携および専⾨家の協⼒を得て研修会を開催して
いる｡⻘森･⼋⼾･弘前の3会場で各5回の年間15回の開催され､平成29年度年間県全体の累計参加者数1,067名､平成30年度上期末時
点で640名の参加者数となっている｡研修会出席中⼩企業における各商談会等出展時の成約率⾼く､商品の完成度を含め､ﾊﾞｲﾔｰ等から⾼い評
価を得ている状況にある｡

⻘森県信⽤
組合

【地⽅創⽣に向けた取組み(継続)】国の｢まち･ひと･しごと創⽣法｣に基づく地⽅創⽣においては､さらに弘前市とおいらせ町と提携したほか､弘前⼤学と
も連携し､地域社会の発展のため取り組んでいる｡

【創業⽀援への取組み】平成30年8⽉1⽇よりお客様の創業をより積極的に⽀援していくため､当組合の定める｢⾦利優遇項⽬｣への該当項⽬に応じ
最⼤0.6%⾦利を引下げるなど､旧創業･新事業⽀援ﾛｰﾝ｢けんしんようヴｨｰﾅｽ｣を改定した新商品と､創業･新事業⽀援ﾛｰﾝ｢未来｣の取扱いを開
始｡また､｢未来｣については､⽇本政策⾦融公庫との併⽤を利⽤される⽅は､けんしんよう所定の利率を0.2%引き下げる取扱いを政策公庫と連携
し開始している｡

⻘森県信⽤
保証協会

【関係機関と連携した取組】平成29年10⽉に中⼩企業基盤整備機構東北本部と事業承継⽀援について｢事業承継⽀援に関する覚書｣を締結し
た｡平成30年3⽉に東北税理⼠会⻘森県⽀部連合会と事業承継に関する業務提携について｢業務提携に関する協定書｣を締結した｡

⻘森商⼯会
議所

【AOMORI STARTUP CENTER開設】7/23⻘森駅前への移転に伴い新商⼯会館1階に､起業創業⽀援､新たな価値ある商品･ｻｰﾋﾞｽの創出､
商⼯業者はもとより⼤学⽣等が気軽に利⽤できる施設を整備した｡施設は､ｲﾍﾞﾝﾄやｾﾐﾅｰ､ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟが開催できるｽﾍﾟｰｽ､ｺﾜｰｷﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ､ｼｪｱｷｯﾁ
ﾝ｡⻘森市の｢あおもり地域ﾋﾞｼﾞﾈｽ交流ｾﾝﾀｰ｣も移転し､IMが常勤｡開設に伴い商⼯団体､⾦融機関､⼤学等からなる運営連絡会議を⽴ち上げ､
連絡会議ﾒﾝﾊﾞｰには､無料でｾﾐﾅｰ､相談会等で利⽤可能｡

弘前商⼯会
議所

【御⽤聞き事業】会員ﾃﾞｰﾀの確認､各種ｲﾍﾞﾝﾄ､その他会議所事業のPR､補助⾦や融資制度のPR､各種ｾﾐﾅｰのご案内､経営課題の聞き取りなどを
⾏うため､直接事業所訪問を⾏う｡

【健康経営･健康宣⾔の推進】会員中⼩企業の従業員の健康を重要な経営資源と捉え､健康増進に積極的に取り組む｢健康経営｣に資する事業を
推進｡その第⼀歩として｢健康宣⾔｣を⾏うことをお勧めしている｡

⼋⼾商⼯会
議所

【はちのへ創業･事業承継ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ(8ｻﾎﾞ)】創業及び中⼩企業の事業承継を重点的に⽀援する拠点施設の運営｡相談件数は⽉60件弱｡
【雇⽤対策事業】地元中⼩企業紹介ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸの作成

⻘森県中⼩
企業団体中
央会

【創業⽀援(ひろさきﾋﾞｼﾞﾈｽ⽀援ｾﾝﾀｰ)】創業･起業を⽬指す市⺠や､地域で事業を営んでいる⽅などに対し､経営等に関する相談､各種産業情報の
提供並びに交流の場を提供することにより､地域経済の活性化を図る(弘前市からの業務委託)｡

【⼋⼾市新商品･新ｻｰﾋﾞｽ開発⽀援事業】⼋⼾圏域連携中枢都市圏構成市町村において新商品･新ｻｰﾋﾞｽの開発に取り組む地域製造業が増える
ことを⽬指し､⽀援環境整備に向けた産学官⾦連携会議の開催や国や県等の⽀援施策活⽤に向けた説明会等を開催するとともに､域外需要の
獲得を⽬指した商品開発を⽀援することで地域産業の活性化及び雇⽤の維持･拡⼤を⽬的に実施する｡

⻘森県再⽣
⽀援協議会

【県内中⼩企業の事業再⽣計画策定⽀援】
･対象中⼩企業 ⻘森県内の中⼩企業､⾃ら中⼩企業再⽣に意欲のある中⼩企業
･事業 ⾦融機関の借⼊⾦債務調整を主体とした中⼩企業の事業再⽣計画策定⽀援を実施
･平成29年度実績 事業再⽣計画策定⽀援13社
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